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研究成果の概要（和文）：予定していたセンターを拠点とした活動が難しくなったことに加え，日本における
2020年以降のCOVID-19感染拡大に伴い，妊産婦を対象とした研究が行えず，当初計画の変更を余儀なくされた。
しかし，周産期女性のウェルネスケア確立と血中ストレス関連物質量に基づく効果の検証につなげるための前段
階の研究として，若年女性を対象として準実験研究を行った結果，冷えを呈する女性に対する足浴でオキシトシ
ンの上昇がみられる可能性と足浴後の保温効果が明らかになった。また産後1か月から4か月までの母親がもつ育
児ストレスと対処行動を明らかにしたことで周産期における切れ目ない支援を行うシステムづくりの重要性が再
認識された。

研究成果の概要（英文）：We were forced to change our original plan. Because we could not conduct 
research targeting pregnant and parturient women due to the spread of COVID-19 infection in Japan 
after 2020, and the difficulty of conducting activities based at our center. However, as a 
preliminary study to establish wellness care for perinatal women and to verify the effects based on 
stress-related substance of blood, a quasi-experimental study was conducted against young women. The
 results showed that foot bath may increase oxytocin in women with coldness and that heat retention 
after foot bath is an effective method to maintain the temperature. In addition, we clarified that 
the parenting stress and coping behaviors of mothers from one to four months postpartum. These 
results suggest the importance of creating a system that provides continuous support during the 
perinatal period.

研究分野：助産学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果は，周産期に行われているケアを生理学的に検証する前段階の研究として意義がある。すなわち，冷
えを呈する若年女性に対するケア効果が明らかになったことから，分娩時に行われる足浴や入浴などのケアを分
娩進行促進の目的として適用する根拠となり得る。また，母親がもつ育児ストレスと対処行動が明らかになった
ことより，周産期における切れ目ない支援を行うシステムづくりにおける具体的な示唆が得られた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１. 研究開始当初の背景 
高齢出産の増加によって，妊産婦の親世代がまさに老年期であり，育児に関するサポートの不
足，地域住民のつながりの希薄化，核家族の増加など妊産婦が孤立しやすい時代になってきた。
妊娠期うつ，産後うつ，また特定妊婦の増加などは時代を反映した現象といえる。このような社
会現象のなか，安心して子供を産み，ゆとりをもって健やかに育てるための家庭や地域の環境づ
くりを意義とする厚生労働省の「健やか親子 21」では平成 27年度からの基盤課題として『切れ
目ない妊産婦・乳幼児への保健対策』，『学童期・思春期から成人期に向けた保健対策』，『子ども
の健やかな成長を見守りはぐくむ地域づくり』の３つの課題が挙げられている。そのうち『切れ
目ない妊産婦・乳幼児への保健対策』はまさに本研究のテーマである。ところで，同じ環境下に
あっても，妊娠経過が異なる原因のひとつとして，仕事・家事・育児などの社会的ストレスや不
安や心配事などの心理的ストレスがある。ストレスと早産の関連についてはこれまで多くの研
究があるが，妊産婦の生体に及ぼすメカニズムの詳細についてはいまだに不明な点が多い。そも
そもストレスとは主観的なものであり，その反応には個人差があるため客観的評価が重視され
ている。しかしながらストレスを客観的に評価する指標の妥当性についても課題があった。そこ
で，これまでの研究において，ストレスと妊産婦の健康の関連について評価し，妊産婦のストレ
スを適切に評価できる指標の妥当性を検証した。ストレスを客観的に評価する指標としては血
清中のコルチゾールと分泌型免疫グロブリン A（以下 s-IgA）を定量解析し，普段のストレス状
態を反映する指標として s-IgAを採用した。その結果，妊娠早期に高いストレス状態にあった妊
婦は，そうではなかった妊婦に比べて，切迫早産になる割合が高く，妊娠期・産後のうつ傾向の
割合も高かった 1) , 2)。すなわち，妊娠早期のストレス状態と妊産婦の健康の関連が明らかになっ
たことからストレスを妊娠早期に評価し，ケアしていくことの重要性が示唆された。また，妊娠
早期から担当制のケアを受けていることや Sense of Coherence 短縮版（以下 SOC）と産後のメン
タルヘルスの関連を分析した結果，SOC が高い群においては，妊娠早期から担当制ケアを受け
ていない妊産婦の方が担当制ケアを受けていた妊産婦に比べて，産後うつ得点が有意に高いと
いうことが明らかとなった。しかしながら，SOC が低い妊産婦では担当制ケアの有無による有
意差は認めなかった 3)。そこで，SOCが低い妊産婦を中心に，医療機関以外に利用できる地域に
根差した場所を拠点としたケアシステム構築により周産期女性のウェルネスに貢献できるので
はないかと考えた。 
 
２. 研究の目的 
本研究の目的は，所属施設が有する健康増進科学センターが管轄している「よろず保健室」を
拠点として，周産期女性のウェルネスに貢献するためのケアシステムを構築し，その効果を検証
することである。 
 
３. 研究の方法 
 当初計画は，本学の健康増進科学センターが有する「よろず保健室」を拠点として，①妊産婦
の支援ニーズをふまえた相談，②マイナートラブルに対する保健指導，③冷え予防を中心とした
身体作り，④育児指導 を妊産婦に対して行い，「よろず保健室」利用前後の健康状態をストレス
関連物質（s-IgAやオキシトシン）により定量評価することで，ケアシステムの効果を検証する
ことであった。しかし，2019 年 3 月末に所属施設が有していた健康増進科学センターの発展的
解散に伴い，当初予定していたセンターを拠点とした活動が難しくなったことに加え，2020 年
以降に日本で COVID-19 の感染拡大に伴い妊産婦を対象とした研究が行えず，当初計画の変更
を余儀なくされた。そこで本研究は，研究計画を一部変更し，以下３点を主目的に行った。 
１） ストレス関連物質のうちオキシトシンの定量化について妥当なアッセイ法を検討したうえ
で，足浴によりオキシトシンが変動するかを検証する。 

２） 冷え予防を中心とした身体作りのために有効な方法を検証する。 
３） 産後の母親の支援ニーズをとらえ，育児指導に繋げられるように産後 1 か月から 4 か月ま
での母親がもつ育児ストレスと対処行動を明らかにする。 

 
４. 研究成果 
１）オキシトシンの定量化に関するアッセイ法の検討と足浴によるオキシトシン変動の検証 
オキシトシンの定量化について妥当なアッセイ法を検討した結果，定量方法による測定値の
違いが確認され，妥当なアッセイ法に関しては課題が残された。以下は Radioimmunoassay によ
り定量化した結果を中心に記載する。 
分娩時に行われる足浴や入浴などのケアは産痛緩和のみならず分娩進行促進の目的で行われ
るが，分娩時に行われる足浴の効果を生理学的に検証する前段階の研究として，令和３年度に健
康な若年女性を対象に，足浴によりオキシトシンが変動するかを評価した。研究デザインは一群
事前事後テストデザインの準実験研究とした。対象は健康な 20代女性 10名であった。実験方法
は，安静座位後に足浴を 20分間（水温 40℃，水深 20cm）実施し，足浴前後に血液を約 5mL採



取した。採血後血清を分離し，定量化までマイナス 80℃で保管した。血清中オキシトシンを
Oxytocin Kit（Phoenix社，RK-051-01）を用いて，Radioimmunoassayにより定量化した。対象者
の平均年齢は 21.7歳であった。検量線の決定係数 R2は 0.968であった。足浴前のオキシトシン
は平均 3.35（範囲：1.91－4.69）pg/mLであり，足浴後は平均 3.55（範囲：2.07－5.22）pg/mLで
あった。足浴前後のオキシトシン定量値を線形混合モデルで分析した結果，足浴前後における有
意差は認めなかった。しかし，10 名中 7 名が足浴後における変動倍率が足浴前に比べ 1.0 倍を
超えていたことから，足浴後にオキシトシンの上昇がみられる可能性が示唆された。 
令和 4年度には，「冷えを呈する若年女性」を対象に，足浴によりオキシトシンが変動する 
かを明らかにすることを研究目的とした。研究デザインは一群事前事後テストデザインの準実
験研究とした。対象は健康な 20代女性 12名であった。実験方法は，安静座位後に足浴を 20分
間（水温 40℃，水深 20cm）実施し，足浴前後に血液を約 5mL採取した。採血後血清を分離し，
定量化までマイナス 80℃で保管した。血清中オキシトシンを Oxytocin Kit（Phoenix社，RK-051-
01)を用いて，Radioimmunoassay により定量化した。冷えの有無は FLIR ONE Pro で測定した皮
膚表面温度を基に分類した。対象者の平均年齢は 23.5歳であった。検量線の決定係数 R2は 0.925
であった。足浴前オキシトシンは平均 1.85（範囲：1.28－4.97）pg/mL であり，足浴後は平均 1.90
（範囲：1.30－5.64）pg/mLであった。足浴後における変動倍率は 12名中 6名で 1.0倍を超えて
いた。また，冷えを呈した 7 名中 4 名の変動倍率は足浴前に比べ 1.0 倍を超えていたことから，
冷えを呈する女性に対して足浴後にオキシトシンの上昇がみられる可能性が示唆された。分娩
時の産婦に対するケアに適用できるか否かは，サンプル数を増やし検証する必要はあるが，前年
度の結果と併せて考えると足浴によるオキシトシンの上昇が期待できる。 
 
２）冷え予防を中心とした身体作りのために有効な方法を検証 
冷えを呈する女性に対して足浴後の保温（足先からひざ下までの筒状カバーの着用）の有効性
を検証することを目的に，若年女性 24名を対象とし，実験を行った。方法は，安静座位後に足
浴を 20分間（水温 40℃，水深 20cm）実施し，その後 20分後まで下腿，手掌，前額の深部温を
持続的にモニタリングした。足浴後保温を行う場合と，行わない場合の実験を 2日間に分けて実
施した。前額と下腿・足背の深部温較差の特徴により冷えを４分類した。その結果，前額と下腿
および足背の深部温較差が大きい者は，足浴後保温しない場合，安静時と足浴 20分後の下腿深
部温に有意差を認めなかった（p＝.051）が，足浴後保温した場合，下腿深部温が有意に上昇した
（p＝.012）。以上の結果より冷えを呈する女性に対して，足浴後保温することは体温の維持につ
ながる有効な方法であることが示されたことから，妊産婦の冷え予防に適用できる可能性が示
唆された。 

 
３）産後 1か月から 4か月までの母親がもつ育児ストレスと対処行動 
核家族世帯の母親が産後 1 か月から 4 か月までの期間にどのような育児ストレスを抱き，そ
れにどのように対処してきたかを明らかにすることを目的に，健康福祉センターで児の 4 か月
児健診を受診した。単胎かつ正期産で 20～34歳の母親に半構成的面接を行い，得られたデータ
を質的記述的に分析した。研究参加者は 11名であった。結果として，母親は【母乳育児に対す
る苦悩】，【子どものペースに合わせることへの負担】，【2人の子どもと関わる中で生じる戸惑い】，
【1 人で育児を抱え込む気負い】という育児ストレスに対し，【周囲の頼れる存在を認知し自ら
関わり頼る】，【母親自身で対応し自己完結する】という対処行動をとっていた。 以上の結果よ
り，母親誰もが育児ストレスを持ち得るものであることを医療者は認識し，母親が適切な対処行
動をとれているかに焦点をあて，必要時に専門職のサポートを受けられる方法を育児ストレス
の内容と併せて具体的に情報提供することの重要性が示唆された。 
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